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〝チャンスは突然やってくる〟
今こそ、小さな農家もブランドを目指すとき



二十数年前、京都与謝野町は

美味しい米を実らせる為に

有機質肥料から

作る事に着目する

岐路に立つ日本の食の未来(特に稲作)

食に関する心配事が後を絶たない

実践的なマニュアルで完結出来る町

与謝野町で肥料を作り・与謝野で実り・乾燥・保管・精米・出荷

この町の
風景・自然・田畑
を守れるのは
京の豆っこ肥料が

全て

素材、原材料に関する豊富な知識を20数年かけて蓄積している。
それがこの町の強み



自然循環農業の概要

与謝野町では、豆腐工場から出る「おから」を主原料とし、
「米ぬか、魚のアラ」を加えた有機質肥料「京の豆っこ」を製造しており、
「大地→大豆→豆腐→おから→肥料→大地へ還元」といったサイクルを構築し、こ

れを実践する農業を「自然循環農業」と位置づけて推進しています。





行政自ら地域資源を生かした有機質肥料を作る町

１３年6月町有機物供給施設稼働

ここ数年全国各地から、取組の視察・見学があとを絶たない

３１年 生産設備を一新
本年度より肥料は粒状となり撒きやすく使い勝手
が格段に向上。
肥料の生産能力も上がり安定供給が可能となる



与謝野町指定管理者の元、乾燥施設・低温倉庫・精米施設も完備
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自然循環の取り組み二十数年・・・・・

過去と未来をつなぐ為に、今後の与謝野町は

※過 去
米の栽培方法等のトレンド
①環境配慮の作り方
②自然共生の作り方
③有機農法の作り方
④拘り肥料の作り方

※現 在
産地生産者によるトレンド
①誰が
②何処で
③どのように
④消費者=当事者

※未 来
米の栽培方法等のトレンド
①環境配慮の作り方
②自然共生の作り方
③有機農法の作り方
④拘り肥料の作り方

与謝野米も輸出へと取組を始め数十年かけて準備を整えた中、

2017年秋より「中国」への輸出に向けた準備が始まる

２０１８年 ６月中国に向けて初出荷



２０１８．11月 中国博覧会日本米ブースでは京都米が人気

★京都のブランド力は世界でも通用する★



一人一人に京都米の印象を与える

★各国からの注目度は日本米の中で一番★



【新規開店】日本米をおにぎりで堪能 米の味中国に広めるアンテナ店 ★板橋貿易様のホームページより★

日本産米をおにぎりで味わう「瀛之粮品」が10月31日、上海梅龍鎮伊勢丹地下1階食品館内にオープンした。日本の食品貿
易会社グループが経営する、日本産米販売と料理提供で「日本米の魅力を中国に広めるためのアンテナショップ」。18年夏
より市内3店舗で展開するジェラート店「瀛之涼品」の伊勢丹店が、初の料理も出す店として生まれ変わった。

主役は何と言っても日本の米。物販では日本産米14種を揃える。その米を日本の高品質な炊飯器を使って店内で炊き、提供。
各28元のおにぎり6種は「エビカツ」「とんかつ」「炭焼き鶏」「ハンバーグ」「白身魚」「スパム」と、現状中国の人の
好みに合わせた構成。食品商社ならではの目で厳選した、安心具材のうまみを米がしっかり受け止める。具だくさん、適度
な塩気と脂分の豚汁と一緒の「豚汁定食」（38元）で食べたら、すっかり満腹のボリュームだ。「中国各地の料理に合う日
本米の品種」などの研究に余念がなく、新味も随時投入予定。

大きなニンジン、ジャガイモが入った甘みのあるオリジナルカレーは25元で提供。おにぎりの具各種を12元か15元でトッ
ピングできる。米が入った爽やか、滑らかなジェラートも30元で用意。米が存在感を主張する乙な味だ。日本人駐在員から
好評の米は2kg単位で販売し、市内はもちろん上海以外の都市にも無料で宅配する。



日本米＝安心＝安全＝美味しい
海外のお客様を、
どんな気持ちにさせるか？
映像に京都与謝野町の四季折々の

美しい田園風景、新米収穫迄の経過は効果大



中国に続き輸出先としてスペインがＳＴＡＲＴする

2019年5月初出荷＝2019新米から数十トン輸出開始

ヨーロッパは特に日本食ブーム・健康志向の高い国でもあり
ヘルシーな日本食は人気である。

また、グルテンフリーに対する意識が物凄く高く米粉も人気

輸出に合わせ、2019年6月、2020年1月に現地へ
炊飯指導、市場調査、和食店訪問



現地での炊飯指導、日本米（与謝野米）、生産者とシェフとの意見交換はこれまで
実現出来ておらず、今後スペインは楽しみな輸出先の一つである。



スペインでの京都与謝野米 現地調査

実際に現地に出向き、米の味を確かめる事は一番大事。
日本と違い、ヨーロッパの方々に適した米の炊き上げ方、
食感、酢、魚、日本米と合わせる食材のバランスは異なる。

現地に出向き、シェフとのコミュニケーションは
世界一美味しい日本米を輸出する上で重要である



2020.１月ヨーロッパ(Madrid)最大食の祭典

ヨーロッパ全土から食に関わる関係各社が一同に。
特にヘルシーな「寿司」は絶大なる人気を誇るスペイン。
京都与謝野米が多数の「ミシュラン店」で取り扱いが、

スタートし今回、ステージで大きく発表される。

マスコミ各社からもお多くの取材を受け日本米の
可能性を肌で感じる



昨今、行政＝生産者が一体となった「与謝野町自然循環農業の取組に」
海外からの来客が後を絶たない

中 国 香 港 イギリス スペイン アルゼンチン

実際に京都の料亭で
使用されている与謝野米を
食べて頂く事は重要である



世界各国から京都与謝野町の各施設を視察

京都与謝野町が管轄する、精米施設、保管倉庫、肥料施設、冷凍米飯、
行政との意見交換等々、「町」と「生産者」の一体となる「特化」した取組は、

海外輸出をするに辺りとても大きな力となり心強い。



海外輸出から更に特化した最終目標の取組もＳＴＡＲＴ

海外から産地へ・・・海外の方を対象にした田んぼオーナー制度実施

2019初年度は、５名が与謝野田んぼオーナーに
「香港」「ニューヨーク」から京都与謝野米を求めて

オーナー看板設置・実際に田植えと日本の美しい田んぼ、風景を感じてもらう

田んぼの様子は、毎週日曜日にオーナー皆様へＳＮＳを通じて配信する
生育状況と与謝野の四季折々の風景が更に好奇心を呼ぶ



田植えたの後は、
風光明媚な与謝野の施設で夕食

実際に、与謝野米を炊き食べる事の満足感と
達成感は感動を与えます

美しい日本の田んぼは、海外の皆様に品質保証契約であり誠実さであり信頼と安全で
あり＝記憶の蓄積であります。

日本の米をどう見ているか？



昨今、与謝野町の米が海外で注目される中、
更なる輸出用米の取組強化を図るためにも、与謝野町と協定を結ぶ




